
ＳＥＫ 2023 年度 

 

 

環境経営レポート 
        

対象期間：２０２２年０６月～２０２３年０５月（１年間） 
  

 

 
 

 

      「環境活動レポート」としての２０１２年度の取組みをまとめました。 

各工場(本社、板橋、所沢工場)、目標達成手段に基づき、活動を毎月社内回覧(成果)し、 

        私たちの取組みをご高覧の上、ご指導、ご指摘をいただき、次期の環境活動に反映させて 

              いきたいと思います。 

 

                             発行日：２０２3 年 7 月 7 日 

                         

 

新栄工業株式会社 
〒17４-0076 東京都板橋区上板橋２－１７－６ 

 

代表取締役  ： 髙宮 幸治  
環境管理責任者： 品質管理課 田中 良明 

連絡先    ： ０３－３９３１－６４５１ 
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１．組織の概要 

 

・事業所名及び代表者氏名 

 

新栄工業株式会社 

代表取締役社長  髙宮 幸治  

 

・所在地 

 

本社： 〒174-0076 東京都板橋区上板橋２－１７－６ 

      所沢工場： 〒354-0043 埼玉県入間郡三芳町竹間沢８７０番地 
 

・環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

 

環境管理責任者： 品質管理課 田中 良明   ＴＥＬ：０３－３９３１－６４５１ 

                       Ｅメール：tanaka@shin-ei-kk.jp 

各工場担当者：    本社  田中 良明 

         所沢工場  細沼 浩二   ＴＥＬ：０４９-２５９-０４２１ 

 

・事業活動の概要 
 

スクリーン印刷，抜加工，アッセンブリ加工 等 

 

・規模 

 

    売上高：１６８（百万円） 

 

 本 社 所 沢 工 場 

従業員数 12 名 2 名 

延床面積 ２２８㎡ ３５８㎡ 

 

        

２．対象範囲 
 

・登録組織名：新栄工業株式会社 

 

・事業活動： スクリーン印刷をメインとした電子部品、車載部品等の製造 

・対象事業所：下記全組織・全活動を対象としています 

本社：東京都板橋区上板橋２－１７－６ 

       所沢工場：埼玉県入間郡三芳町竹間沢８７０番地 

 
改訂：2023 年 5 月 1 日 
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３．エコアクション２１実施体制 
 

トップマネジメント  代表取締役 高宮 幸治   

環境管理責任者    品質管理課 田中 良明 

 

3-1 体制図 

 
事務・経理 (1)帳簿管理・来客対応 

                                                                         

 

 

生産管理課 (1)  発注・納期管理 
 

                                  品質管理課 (1)  測定・不具合処理  

                                   営業一課   (1)  受注・客先対応 
 

                                  製造課    (6)  製品検査・ｱｯｾﾝﾌﾞﾘｰ 

                                                 貼合わせ 

 

                                                     印刷課   (2) 印刷・ｲﾝｸ管理 

 
 

                                  所沢工場   (2)   印刷後工程 

                             

                                   

 

                         

    

                            

                            

                            

 
                                  

業務部  田中 良明 
                              営業部  髙宮 幸治 

  製造課  鈴木 久子 
                          印刷課  東 隼人           

所沢工場 細沼 浩二 

 

 

役員   1 名 

社員計 11 名 

内:ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ 2 名 

Total  14 名 

 

 

 

 

トップマネジメント 

 
 

代表取締役 

  兼 

営業部長  

髙宮 幸治 

 

管理責任者 

品質管理 

田中 良明  

協力工場 

業務部 

営業部 

製造部 

)

  

推進委員 
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3-2 各委員の役割・責任・権限  
トップマネジメント  髙宮幸治 

○ 環境方針の制定 

○ 環境管理責任者の任命 

○ 環境経営システムの実施及び管理に必要な資源の準備 

          ○経営における課題とチャンスの明確化 

環境管理責任者 田中良明 

○ 経費削減委員会招集（エコアクション２１含）および委員会進行役 

○ 環境教育講師 

○ エネルギー使用量(電気、ガス、水道、産廃等)データの集計 

○ 産業廃棄物管理票交付等状況報告書届出(東京都:相田化学工業㈱、埼玉県:㈱クマクラ) 

○ 危険物責任者・保管管理（危険物第４類-第 4 石油類） 

本社（製造） 鈴木委員 

○ 節電(削減)改善手段の企画（蛍光灯・LED、エアコン、冷蔵庫等） 

○ 本社工場の節電指導と管理 

○ 委員会書記 

○ 消火器、火災警報機の設置＆管理(有効期間) 

○ エネルギー削減手段の決定 

 

本社(印刷) 東委員 

○ 化学物質保管・排出量・移動量(インキ、溶剤、洗浄剤等)管理 

○ 印刷機の稼働管理（電力節電） 

○ 廃油等マニフェスト管理 [相田化学工業㈱] 

○ 消火器、火災警報機の設置＆管理(有効期間) 

○ エネルギー削減手段の決定 

 

所沢工場 細沼委員 

○ 産廃排出量・循環的企画管理 

○ 産廃マニフェスト管理 [㈱クマクラ] 

○ 消火器、火災警報機の設置＆管理(有効期間) 

○ エネルギー削減手段の決定 

 

注意点：  

① 委員会は取得継続改善に向けて前向きに対応すること。 

② 削減（使用量・環境負荷物質等）に効果のない行動は避けよう！ 

③ 最小要員での生産量ＵＰで言動・行動にムリ、ムラ、ムダが生じやすいので 

このときこそ細心の注意をはかろう！ 
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４．環 境 経 営 方 針 
 

新栄工業株式会社 環 境 経 営 方 針 

 

＜企 業 理 念＞ 
 

新栄工業株式会社は、地球環境を維持､改善し、次世代に引き継ぐことが企業の 

使命の一つであることを深く認識し､常に豊で安全な環境に優しい企業を目指し

ます。 

 
 

< 行 動 指 針 > 
 

 

① 製品の製造から出荷まで、製品や原材料調達における環境に配慮した事業活動を行

ないます。 

② 二酸化炭素排出量とエネルギーの使用量の削減に取組みます。 

③ 廃棄物の低減と環境負荷物質(PRTR 制度対象物質)管理の継続的改善活動に取組み

ます。 

④ 環境目標を数値設定し､定期的に見直し､改定を図ります。 

⑤ 関係する環境関連の法律、規則、協定、条例､その他の要求事項を遵守します。 

⑥ 環境教育､掲示物を通して全従業員の環境意識の向上に努め､近隣及び社会との 

環境の調和を図ります。 

 

 

 

この環境方針は､各事業所（本社、所沢工場）に掲示して、全従業員に 

周知するとともに、社外にも公表します。 
 

 

                                           

2021 年 7 月 16 日改訂 

 

新栄工業株式会社 

代表取締役    髙宮 幸治 
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５．環境経営目標および実績 
                                                                   

中長期目標                      

※基準値はそれぞれ以下の方法で算出 

電気使用量・廃棄物排出量・水使用量（所沢工場）⇒2020 年度～2022 年度 3 年間の平均値 

ガソリン使用量・水使用量（本社）⇒2021 年度～2022 年度 2 年間の平均値 

 

2023 年度運用結果(２０22 年６月～２０２3 年５月) 

○目標達成 △目標未達成但し基準年比減 ×目標未達成 

電力排出係数については、東京電力調整後排出係数：0.457Kg-CO2 を使用 

※1 CO2 合計実績は、電気(本社)、電気(所沢)、ガソリン(本社)及び、都市ガス排出量の 77.76Kg-CO2 を含む 

 

 基準値 ⇒ 2023 年度 ⇒ 2024 年度 ⇒ 2025 年度 

1．二酸化炭素排出量関係         

・電気使用量 本社  (kWh) 45919 △3% 44541 △3% 43205 △3% 41909 

・電気使用量 所沢工場 (kWh) 17520 △3% 16994 △3% 16484 △3% 15989 

・ガソリン使用量 本社 (ℓ)  2358 △2% 2311 △2% 2265 △2% 2220 

2．廃棄物排出量(本社・所沢工場)        

・一般廃棄物  (kg) 353 △3% 343 △3% 332 △3% 322 

・産業廃棄物 混廃･木くず(kg) 693 △2% 679 △2% 665 △2% 652 

・産業廃棄物 廃ｳｴｽ･ｲﾝｸ(kg) 713 △2% 699 △2% 685 △2% 671 

3．水使用量  本社   (m3) 138 △2% 135 △2% 132 △2% 129 

・水使用量 所沢工場 (m3) 46 △2% 45 △2% 44 △2% 43 

4．化学物質適正管理 － － 適正管理 － 適正管理 － 適正管理 

5．製品の環境関連データ対応 － － 100% － 100% － 100% 

 基準年度 2023 年度目標 2023 年実績 目標達成状況 

1．二酸化炭素排出量関係     

・電 気 本社    (kWH) 45919 44541 43547 〇 

           (Kg-CO2)   19900  

・電 気 所沢工場分 (kWH) 17520 16994 15529 ○ 
(Kg-CO2)   7097  

・ガソリン 本社  (ℓ)  2358 2311.3 3393 ✕ 

(Kg-CO2)   7814  

・ＣＯ2 合計    (Kg-CO2)   34927  

2．廃棄物排出量     

・一般廃棄物  (kg) 353 342.5 428 ✕ 

・産業廃棄物 混廃･木くず (kg) 693 679 700 ✕ 

・産業廃棄物 廃ｳｴｽ･ｲﾝｸ (kg) 713 699 730 ✕ 

3．水使用量 本社  (m3) 138 135 140 ✕ 

・水使用量 所沢工場 (m3) 46 45 47 ✕ 

4．化学物質適正管理 － 適正管理 適正管理 ○ 

5．製品の環境関連データ対応 － 100% 100% ○ 
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６．環境経営活動計画・取組結果と評価 

 及び次年度の取組内容 

 

                 

  

環境経営活動計画（2023年度） 取組結果と評価 次年度の取組内容         
CO2 排出量の削減 [電気] 

① 使用していない場所／昼休みの消灯 

② 蛍光灯の間引き/LED 化 

③ 生産計画作成の厳守(作業の効率化) 

④ 空調温度の適正化（冷房 24℃以上/暖房 26℃以下) 

⑤ コンプレッサーの点検 

⑥ エアコンのフィルター清掃（年 1 回) 

 

① 実施されていた。 

② 実施できていなかった 

③ 急な依頼で計画が乱れることがあ

ったが概ね実施できていた。 

④ 適切に設定されていた。 

⑤ 特に異常は無かった。 

⑥ 大掃除に実施されていた。 

 

LED 化を進める。 

ネットを利用した情報共有の検

討。 

 

CO2 排出量の削減 

 [ガソリン] 

① 定期点検（年１回） 

② アイドリングストップの実施 

③ 急加速、急停車の防止 

④ 効率的なルート検索 

 

① 定期点検されていた。 

② 実施されていた。 

③ 実施されていた。 

④ 実施されていた。 

 

 

定期点検の継続。 

一般廃棄物・産業廃棄物排出量削減 

① 両面コピー、ﾌﾟﾘﾝﾀｰ出力の推進 

② 裏紙の再利用 

③ 段ボールの再利用 

④ 緩衝材の再利用 

⑤ 効率的な材料の利用 

⑥ ウエスの再利用 

⑦ 印刷切り替え時のインク再利用 

⑧ 必要以上のインク作成防止 

 

① 実施されていた。 

② 裏紙の再利用が実施されていた。 

③ 段ボールの再利用が実施されてい

た。 

④ 実施されていた。 

⑤ 端材が出ないように工夫されてい

た。 

⑥ 再利用できるものは実施されてい

た。 

⑦ 可能な限り実施されていた。 

⑧ 実施されていた。 

 

裏紙や梱包材の再利用継続。 

 

水使用量の削減 

① 節水シールの貼付け確認 

② ポスター掲示  

 

① 各水場に節水の貼り付けを確認し

た。 

② ポスター掲示がされていた。 

 

水道使用量のポスター掲示継

続。 

 

 

化学物質使用量把握 

① ｷｼﾚﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｴﾀﾉｰﾙ、ﾒﾀﾉｰﾙの使用量把握 

 

① 各物質使用量把握。 

 

引き続き使用量を把握する。 

              

製品の環境関連データ対応 

① 必要ﾃﾞｰﾀの取得 

② 必要ﾃﾞｰﾀの管理 

 

① 各材料、環境関連ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽﾃﾞｰﾀを取

得済 

② メーカーごとに保管されている 

  

 

定期的なデータ更新を行う。 
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７．環境関連法規等の遵守状況の確認 
評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

 

 

消防法：第 17 条に対して表示や空間の確保、廃掃法：第 12 条 第 5 項

に対して許可証の有効期限の確認、などの対応を行っています。 

 

関係当局よりの違反等の指摘は、過去 3 年間ありませんでした。 

また、遵法により創立以来、関係当局および近隣等からの訴訟等はありませ

ん。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．代表者による全体評価と見直しの結果 
 

 

 

 新型コロナウィルス・ウクライナ情勢により、受注が不安定になり 

生産調整が難しくなっている。ゆえに社内であらゆるロスが発生した結果 

目標未達成が多くなってしまったのではないかと感じられます。 

来期は、各種材料と材料サイズの共有化や、副資材の再利用等を検討し 

生産性と環境経営の向上に社内全体で取り組んでゆきたいと思います。 


